
⻑岡⽅式の避難⾏動（信濃川）のイメージ
１ 避難⾏動判定フロー

頼れる知⼈・親戚宅へ避難

浸⽔想定区域外の市が開設する避難場所へ避難
信濃川早期警戒情報発出時及び

⾼齢者等避難、避難指⽰発令時に開設

⾃宅等の上の階に避難

浸⽔想定区域外 浸⽔想定区域内

頼れる知⼈・親戚宅へ避難

４ 避難者数シミュレーション
・避難対象者は19.8万⼈。
・市が開設する避難場所の収容⼈数は
9.8万⼈。

・⻑岡⽅式の避難⾏動の実現により、
避難場所への避難しか選択できない
⽅のスペースが確保できる。

３ ⻑岡⽅式の避難⾏動

※左記以外の⽅

２ 信濃川早期警戒情報
・避難の準備や早めの避難⾏動を促す情報として、避難情報
を発令する前の警戒レベル２以下で発表

⇒浸⽔想定区域外の避難場所を開設

警戒レベ
ル２以下
で発表

※下記すべてに該当
・上の階が浸⽔しない
・家屋が倒壊しない

・⾞などの移動
⼿段がある

浸水想定区域内の市が

開設する避難場所（２階

以上等）へ避難

できない場合まずはこちらの⾏動

避難に使える
⾞

ある・ない

上階への避難を想定

建物の階数
１・２・３階以上

浸⽔しない区域に
頼れる

知⼈・親戚
いる・いない など

わが家の特徴を確認①

②地図で⾃宅の危険性を確認

など

③避難⾏動、避難先、移動⼿段を決定

避難先まで、想定している⼿段で
平時に移動して確認しておく

浸⽔する
区域と深さ

激しい流れでの

家屋倒壊等浸⽔想定区域 氾濫想定区域

避難時の
危険箇所

洪⽔時危険箇所
倒壊の恐れ洪⽔時の

⾃宅周辺の･･･

市が開設する避難施設だけでない避難⾏動
⾃宅内や⾞移動による安全確保を最優先に考え、

コミュニティセンター

浸⽔想定区域外へ避難

いいえ

はい

洪⽔ハザードマップで
⾃宅が⽔に流されて倒壊する恐れがなく
上の階が浸⽔せず安全と判断できる

浸⽔想定区域外へ避難
または

浸⽔想定区域外の市が開設する避難場所へ避難
信濃川早期警戒情報発出時及び

⾼齢者等避難、避難指⽰発令時に開設

コミュニティセンター

浸⽔想定区域外への避難ができない場合は、浸⽔想定区域内の市が開設する
避難場所（２階以上等）へ避難（⾼齢者等避難、避難指⽰発令時に開設）

浸⽔想定区域外

浸
⽔
想
定
の
境
界
線

浸
⽔
想
定
の
境
界
線

避難先
⼈数

（万⼈）
1 ⾞等で浸⽔しない場所 4.8
2 ⾃宅等の上の階 5.2
3 市が開設する避難場所 9.8
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